
1

小田原ガイド協会だより 第95 号

小田原ガイド協会だより小田原ガイド協会だより
Ｏ Ｇ Ｏ 第 95 号Ｏ Ｇ Ｏ 第 95 号

令和 ５ 年 ３ 月 １ 日発行（春号・季刊）

http://www.odawara-gaido.com

小田原市城内 3-22 （〒 250-0014）
TEL.0465-22-8800/FAX.0465-22-8814

小田原ガイド協会
ＮＰＯ法人 

一
大
久
保
忠
世
の
小
田
原
転
封
と

 

慶
長
期
の
小
田
原
城
の
理
解

　

天
正
一
八
年 

（
一
五
九
〇
） 

七
月
五
日
、
北

条
氏
政
・
氏
直
は
豊
臣
秀
吉
と
の
小
田
原
合
戦

に
敗
れ
小
田
原
城
は
開
城
と
な
る
。
七
月
一
三

日
に
小
田
原
城
に
入
っ
た
秀
吉
か
ら
家
康
の
関

東
移
封
が
公
表
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
小
田
原
城
主

に
は
、
家
康
重
臣
の
大
久
保
忠
世
が
指
名
さ
れ

た
。
こ
の
時
、
忠
世
は
家
康
か
ら
所
領
四
万
石

が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
秀
吉
か
ら
五
千
石
を
加

増
さ
れ
た
と
い
う
。
忠
世
の
小
田
原
転
封
は
、

家
康
か
ら
で
は
な
く
、
秀
吉
か
ら
で
あ
っ
た
こ

と
が
大
変
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

小
田
原
城
開
城
以
降
は
、
大
久
保
忠
世
・
忠

隣
親
子
、
稲
葉
正
勝
・
正
則
親
子
と
い
う
徳
川

家
譜
代
の
大
名
が
城
主
と
な
り
、
江
戸
幕
府
の

西
の
守
り
を
固
め
る
重
要
な
城
と
し

て
、
天
守
、
櫓
、
城
門
と
石
垣
と
水
堀

に
よ
る
近
世
城
郭
に
改
変
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
小
田
原
城
の
研
究
で
は
、

北
条
氏
滅
亡
後
に
入
城
し
た
大
久
保
忠

世
・
忠
隣
の
時
代
に
は
、
北
条
氏
の
小

田
原
城
は
そ
の
ま
ま
温
存
さ
れ
、
近
世

城
郭
と
し
て
大
き
く
改
変
さ
れ
る
の

は
、
寛
永
九
年 

（
一
六
三
二
） 

以
降
の

稲
葉
正
勝
・
正
則
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
小
田
原
城
古
絵

図
群
の
系
統
的
な
検
討
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
妥
当
性
の
あ
る
も
の
と
言
え
る
。

　
「
相
州
小
田
原
古
絵
図
」 （
加
藤
図
） 

は
、
慶
長
一
九
年 

（
一
六
一
四
） 

の
忠

隣
改
易
後
、
寛
永
九
年 

（
一
六
三
二
）

以
降
の
稲
葉
氏
に
よ
る
普
請
以
前
の
姿

が
描
か
れ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
一
七
世
紀
中
頃
成
立
の
正
保
図

や
そ
れ
以
降
の
小
田
原
城
図
と
比
べ
稚

拙
な
描
か
れ
方
で
あ
り
、
民
間
で
作
ら

れ
た
図
と
し
て
信
憑
性
が
疑
問
視
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る 

（
小
笠
原
・
田
代
他

一
九
九
五
）。

二 

発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

 

　
　
近
世
初
期
の
小
田
原
城

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た

大
久
保
忠
世
・
忠
隣
に
よ
る
小
田
原
城

の
改
変
、
近
世
化
へ
と
向
か
っ
た
様
子

相州小田原古絵図 ( 加藤図 )

巻頭特別寄稿

大久保忠世・忠隣と小田原城大久保忠世・忠隣と小田原城

諏訪間 順
（小田原城天守閣館長）

　
二
〇
二
三
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ 「
ど
う
す
る
家
康
」 

が
始
ま
っ

た
。
主
人
公
の
徳
川
家
康 （
松
平
元
康
） 

を
中
心
に
今
川
義
元
、
武
田

信
玄
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
戦
国
武
将
が
次
々

と
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
北
条
氏
政
や
氏
直
は
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
る
の
か
、
今
回
も
引
き
立
て
役
に
回
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
想

い
で
大
河
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
が
、
今
回
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
は
、
徳

川
家
康
を
支
え
る
家
臣
と
し
て
大
久
保
忠
世
が
登
場
し
て
い
る
こ
と

だ
。
ド
ラ
マ
で
の
忠
世
は
、
小
手
伸
也
さ
ん
、
名
わ
き
役
と
し
て
数
多

く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
、
昨
年
六
月
に
は
大

久
寺
な
ど
忠
世
ゆ
か
り
の
小
田
原
の
地
を
周
ら
れ
た
際
に
私
も
小
田
原

城
を
ご
案
内
し
た
。
忠
世
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
真
摯
に
聞
か
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
で
の
小
手
さ
ん
の
演
じ
る
忠
世

の
活
躍
を
見
て
み
た
い
も
の
だ
。
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ら
れ
た
。
大
久
保
忠
隣
改
易
に
伴
う
中

断
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
今
後
の
さ

ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

お
わ
り
に

　

大
久
保
忠
世
・
忠
隣
に
よ
る
小
田
原

城
の
近
世
化
は
、
低
地
部
三
の
丸
外
郭

や
二
の
丸
住
吉
堀
な
ど
各
地
点
で
大
規

模
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
の
時
期
は
、
文
禄
三
年 

（
一
五
九
四
） 

の
忠
世
が
没
後
、
忠
隣

に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
近
世
化
の
大
改

造
は
、
慶
長
一
九
年 

（
一
六
一
四
） 

の

忠
隣
改
易
に
よ
り
中
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
同
年
一
一
月
に
勃
発
す
る
大
阪

の
陣
の
直
前
の
忠
隣
改
易
、
そ
こ
に
は

関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
小
田
原
城

の
知
ら
れ
ざ
る
近
世
化
の
過
程
に
も
謎

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　【
参
考
文
献
】

　
　
・
小
笠
原
清
・
田
代
道
彌
他 （
一
九
九
五
）

  

『
小
田
原
市
史
』 

別
編 

城
郭

 
 

小
田
原
市

　
　
・
下
重
清 （
二
〇
一
八
）

 

『
小
田
原
藩
』 (

シ
リ
ー
ズ
藩
物
語)

 

現
代
書
房

　
　
・
諏
訪
間
順 （
二
〇
一
九
）

 

「
小
田
原
城
の
歴
史
」

 
 『

戦
国
大
名 

北
条
氏
の
歴
史
』 

 

吉
川
弘
文
館

が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
住
吉
堀
の
調
査　

一
九
八
二
年
か
ら

二
の
丸
住
吉
堀
の
発
掘
調
査
が
開
始
さ

れ
、
考
古
学
的
調
査
に
よ
る
小
田
原
城

の
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
。
調
査

の
結
果
、
北
条
氏
に
よ
る
障
子
堀
が
検

出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
上
に
重
複
し

て
別
の
障
子
堀
や
野
面
積
み
石
垣
が
構

築
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
年
代
は
、
堀
の

覆
土
か
ら
瀬
戸
・
美
濃
産
志
野
皿
や
肥

前
産
唐
津
皿
な
ど
一
六
世
紀
末
か
ら

一
七
世
紀
初
頭
に
隆
盛
す
る
陶
器
が
出

土
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
慶
長
期
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
北
条
氏
の
構
築
し
た
障
子
堀
を
改

変
し
、
大
久
保
忠
世
・
忠
隣
に
よ
っ
て

別
の
堀
や
石
垣
が
構
築
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
稲
葉
氏
に
よ
っ
て
正

保
図
以
降
の
絵
図
に
み
ら
れ
る
近
世
の

縄
張
に
改
変
さ
れ
て
い
た
。
住
吉
堀
の

発
掘
調
査

に
よ
っ
て

近
世
城
郭

と
し
て
確

立
す
る
以

前
に
、
慶

長
期
の
大

久
保
氏
、

戦
国
期
の

北
条
氏
と

何
回
か
の

変
遷
が
明

ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

箱
根
口
跡
の
調
査　

一
九
八
六
年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
箱
根
口

跡
の
調
査
で
は
、
正
保
図
に
描
か
れ
な

い
堀
が
三
本
検
出
さ
れ
た
。
正
保
図

は
、
正
保
元
年 

（
一
六
四
四
） 

に
幕
府

が
諸
藩
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
絵
図

で
、
お
よ
そ
一
七
世
紀
中
葉
の
小
田
原

城
と
城
下
の
様
子
が
詳
細
に
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
正
保
図
に
な
い

堀
は
、
一
七
世
紀
中
葉
以
前
の
堀
で
あ

る
こ
と
が
確
実
で
、
小
田
原
城
の
変
遷

過
程
を
知
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
発

掘
成
果
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
箱
根
口

三
号
堀
は
、
小
田
原
城
で
は
最
古
期
の

慶
長
期
の
瓦
が
大
量
に
含
ま
れ
る
土
で

埋
め
立
て
ら
れ
た
。
出
土
遺
物
に
は
、

志
野
皿
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
慶
長

一
九
年
の
忠
隣
改
易
に
伴
う
徳
川
家

康
・
秀
忠
に
よ
る
小
田
原
城
大
破
却
の

痕
跡
と
推
定
さ
れ
た
。
箱
根
口
三
号
堀

は
、
三
の
丸
小
学
校
建
設
に
伴
い
実
施

さ
れ
た
藩
校
集
成
館
跡
の
調
査
で
、
東

側
の
延
長
が
検
出
さ
れ
、
浅
い
障
子
堀

で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

三
の
丸
東
堀
の
調
査　

一
九
九
一
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
三
の

丸
東
堀
第
Ⅱ
地
点
の
調
査
で
は
、
寛
永

期
以
降
の
稲
葉
氏
に
よ
る
近
世
化
さ
れ

た
石
垣
の
下
か
ら
、
加
藤
図
に
の
み
描

か
れ
て
い
た
ク
ラ
ン
ク
部
の
堀
と
石
垣

が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
石
垣
は
玉
石
積

み
で
未
発
達
の
隅
角
部
で
あ
り
、
堀
底

に
は
低
い
堀
障
子
を
伴
っ
て
い
た
。
こ

の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
こ
れ
ま
で
そ

の
信
憑
性
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
最
古

の
小
田
原
城
絵
図 

「
加
藤
図
」 

は
、
近

世
初
期
の
小
田
原
城
の
姿
を
正
確
に
記

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ

る
。

　

三
の
丸
元
蔵
堀
の
調
査　

元
蔵
堀
は

こ
れ
ま
で
七
地
点
で
発
掘
さ
れ
て
い
る

が
、
調
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
障
子
堀

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
第
Ⅱ
地
点
で
は
堀
障
子
に
削
り

出
し
の
階
段
や
足
掛
け
穴
が
確
認
さ

れ
、
堀
が
作
り
か
け
で
供
用
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
た
。
元
蔵
跡
一
号
堀
で

は
玉
石
積
み
石
垣
を
伴
う
障
子
堀
も
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
元
蔵
堀
も
出
土

遺
物
か
ら
慶
長
期
の
堀
と
考
え
ら
れ

が
、
工
事
が
中
断
さ
れ
た
状
況
が
認
め

銅門１号石垣 ( 住吉橋北側 慶長期の野面積石垣 )

三の丸東堀第Ⅱ地点 （東京電力） の
　　　　切石積み （寛永期） と玉石積み （慶長期）
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「
本
を
片
手
に
文
学
散
歩
」 

が
テ
ー

マ
の
企
画
ガ
イ
ド
。
約
半
年
に
渡
り
、

何
度
も
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、
北
原
白
秋
の
没
後
八
十
年

を
記
念
し
て
小
田
原
で
の
白
秋
の
足
跡

を
巡
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
実
施
日
は
10
月
の
二
日
間
に

決
定
。
次
は
要
と
な
る
白
秋
の
冊
子
作

り
だ
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
尽
力
に
よ
り
立

派
な
冊
子
が
完
成
し
た
。
充
実
し
た
内

容
と
迅
速
さ
に
脱
帽
し
か
な
い
。
さ
っ

そ
く
冊
子
は
ガ
イ
ド
に
フ
ル
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

先
輩
方
は
文
学
の
知
識
が
豊
富
で
多

く
の
本
を
読
破
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
私
は
対
応
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
。

次
々
に
紹
介
さ
れ
る
本
や
資
料
を
懸
命

に
読
み
コ
ー
ス

の
下
見
を
行
っ

た
が
、
参
加
者

の
文
学
知
識
は

ど
れ
ほ
ど
な
の

か
、
私
は
そ
れ

に
答
え
ら
れ
る

か
不
安
し
か
な

い
。
白
秋
全
集

を
読
破
す
る
こ

と
を
早
々
に
諦

め
自
分
な
り
に

分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
に

決
め
た
。

　

初
日
は 

〝
晴

れ
女
〟 

の
私
の

予
測
ど
お
り
秋

晴
れ
と
な
る
。
先
ず
三
の
丸
ホ
ー
ル
横

の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
の
講
義
か
ら

始
ま
っ
た
。
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
解

説
に
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。
白
秋
の
略
歴
を
理
解
し
た
後
、
ガ

イ
ド
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
御
幸
の
浜
に

着
く
と
景
色
が
開
け
、
磯
の
香
り
と
青

い
海
が
広
が
っ
て
い
た
。
白
秋
が
滞
在

し
た
養
生
館
な
ど
説
明
し
た
が
、
皆
解

放
感
あ
る
風
景
に
浸
っ
て
い
た
。

　

次
の
日
は
山
コ
ー
ス
で
、
賑
や
か
な

街
の
す
ぐ
先
に
竹
林
な
ど
趣
の
あ
る
山

里
の
風
景
が
現
れ
た
。
都
会
か
ら
来
ら

れ
た
方
は 

「
い
い
所
で
す
ね
」 

と
感
動

し
て
い
る
。
私
が
こ
の
企
画
で
悩
ん
だ

の
が
、
白
秋
の
文
学
を
ガ
イ
ド
に
ど
の

よ
う
に
取
り
込
み
説
明
す
る
か
だ
っ

た
。
し
か
し
先
輩
方
の
立
派
な
ガ
イ
ド

を
拝
見
で
き
た
こ
と
で
答
え
が
見
つ

か
っ
た
気
が
す
る
。
解
散
時
の
参
加
者

達
の
に
こ
や
か
な
様
子
に
ほ
っ
と
し
な

が
ら
、
白
秋
一
色
だ
っ
た
こ
の
数
か
月

が
思
い
出
さ
れ
た
。

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
小
田
原
で
昭

和
30
年
頃
小
田
原
駅
～
板
橋
行
き
の
市

電
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
運
転
手
さ
ん

と
車
掌
の
お
じ
さ
ん
が
切
符
を
切
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
チ
ン
チ
ン
電
車
最
後
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
日
、
ピ
ン
ク
の
薄
紙
の

花
で
飾
ら
れ
た
電
車 ［
写

真
］ 

を
何
度
も
見
送
っ
た
小

学
生
だ
っ
た
私
。
今
回
の
ガ

イ
ド
企
画
で
は
二
回
に
わ

た
り
小
田
原
か
ら
箱
根
湯

本
ま
で
、
明
治
大
正
の
古
い

絵
や
写
真
を
頼
り
に
電
気

鉄
道
の
足
跡
を
参
加
者
と

共
に
歩
い
て
み
ま
し
た
。

　

流
石
歴
史
の
古
い
城
下

町
小
田
原
、
道
筋
に
は
今
も
続
く
老
舗

の
店
、
懐
か
し
い
建
物
や
多
く
の
お
寺

が
あ
り
当
時
の
絵
や
写
真
と
現
在
の
街

並
み
を
見
比
べ
な
が
ら
「
こ
の
場
所
は

こ
の
絵
の
所
で
す
ね
」。「
こ
の
絵
の
中

に
あ
る
こ
の
木
は
こ
ち
ら
の
イ
チ
ョ
ウ

の
木
で
す
ね
」「
こ
の
角
の
早
川
口
が

熱
海
行
き
の
軽
便
鉄
道
の
始
発
駅
だ
っ

た
場
所
」
等
お
客
様
も
大
き
く
頷
き
、

小
暮
次
郎
さ
ん
の
絵
を
検
証
し
つ
つ
今

流
行
り
の
ロ
ケ
地
巡
礼
の
よ
う
で
楽
し

さ
倍
増
で
し
た
。

　

二
回
目
は
12
月
15
日
。
板
橋
見
付
を

過
ぎ
る
と
電
気
鉄
道
は
旧
道
に
入
り
湯

本
ま
で
の
道
の
り
を
進
み
ま
す
。
風
祭

で
鈴
廣
さ
ん
の
土
産
店
を
大
き
く
左
折

し
早
川
沿
い
に
出
る
。
小
春
日
和
の

中
、
早
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
、
河
辺
に
い
る
サ
ギ
な
ど
を
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。

　

車
の
通
ら
な
い
ス
ス
キ
の
道
は
最
高

の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
。
師
走
と
は
思
え
な

い
喧
騒
の
な
い
時
の
流

れ
。
知
ら
れ
た
く
な
い
が

お
勧
め
し
た
い
絶
好
の
穴

場
で
す
。

　

い
よ
い
よ
本
日
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
‼ 

前
田
橋
の
つ

り
橋
に
到
着
で
す
。
橋
上

定
員
四
名
。
昔
な
が
ら
の

作
り
。
箱
根
に
こ
ん
な
つ

り
橋
が
残
っ
て
い
る
の
が

不
思
議
で
す
。
湯
本
駅
近
く
富
士
屋
ホ

テ
ル
前
名
残
り
の
紅
葉
が
陽
の
光
の
中

で
キ
ラ
キ
ラ
と
見
事
に
映
え
紅
葉
狩
り

も
楽
し
め
ま
し
た
。
賑
や
か
な
温
泉
街

に
入
り
電
気
鉄
道
の
終
点
駅
河
鹿
荘
前

に
無
事
到
着
。
参
加
者
が
少
数
だ
っ
た

為
、
お
客
様
同
士
の
会
話
も
弾
み 

「
楽

し
か
っ
た
」 

の
声
を
背
に
今
回
の
企
画

ガ
イ
ド
は
完
了
致
し
ま
し
た
。

　
　
　  

小
暮
次
郎

小
暮
次
郎  

―
―
―
―

　
　   「
チ
ン
チ
ン
電
車
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
　

     

　    

高
橋 

絹
代

企画ガイド

　
　
　  

北
原
白
秋

北
原
白
秋  

―
―
―
―

　
　       「
零
落
」 か
ら 「
栄
達
」 へ

　
　
　
　
　
　

     

　
石
塚 

三
津
江

企画ガイド

白秋童謡館

赤い鳥小鳥碑 （小田原文学館）
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自
転
車
で
街
中
を
ぐ
る
り
と
自
由
に

散
策
で
き
る
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利

用
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
小
田
原
メ
ダ
カ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
ま
し
た
。
市
内
に
あ
る
メ
ダ
カ
の
生

息
地
を
自
転
車
で
巡
る
と
い
う
も
の

で
、
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
で
は
今
ま
で

に
な
い
新
企
画
。
私
も
そ
れ
に
携
わ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

自
宅
近
く
に
は
荻
窪
用
水
が
流
れ
て

い
て
童
謡 

「
め
だ
か
の
学
校
」 

は
、
荻

窪
用
水
の
小
川
が
モ
デ
ル
で
作
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
小
田
原
に
は
荻
窪
以
外
に

も 「
め
だ
か
公
園
」「
メ
ダ
カ
の
碑
」「
め

だ
か
の
生
息
地
」 

と
言
っ
た
メ
ダ
カ
に

関
わ
る
場
所
が
有
る
事
も
分
か
り
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
当
日
の
11
月
５
日 

（
土
） 

に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
お
客
様
は
四
名

で
し
た
。
ガ
イ
ド
を
含
め
三
名
ず
つ
の

二
グ
ル
ー
プ
で
、
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
を
九
時

三
〇
分
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
初

に
行
っ
た
の
は 

「
め
だ
か
の
学
校
」 

で

し
た
。
事
前
勉
強
で
メ
ダ
カ
の
生
息
も

確
認
し
て
い
た
の
で
、
音
を
立
て
ず
に

静
か
に
奥
ま
で
進
む
と
メ
ダ
カ
の
姿
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
普
段
入
る
事
が
出
来
な
い
五
百
羅
漢

や
水
に
関
わ
る
水
道
発
祥
の
地
だ
っ
た

り
、
福
田
寺
の
高
瀬
舟
な
ど
を
見
な
が

ら
進
み
ま
し
た
。

　

桑
原
の
メ
ダ
カ
を
語
る
時
に
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
方
と
し
て
沖
津
昭
治
さ

ん
が
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
の
保
護
活
動
を

行
っ
て
い
て
、
自
分
の
田
ん
ぼ
を
ひ
と

つ
潰
し
て
め
だ
か
池
を
造
り
ま
し
た
。

め
だ
か
の
生
息
地
で
は
当
日
娘
さ
ん
が

関
連
資
料
や
水
槽
を
準
備
し
、
保
護
活

動
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
め
だ
か
の
ぼ
り
も
泳
い
で

い
て
感
動
し
ま
し
た
。
お
客
様
の
反
応

も
良
く
、 「
風
を
切
っ
て
走
れ
る
の
で

気
持
ち
良
か
っ
た
」 

と
感
想
を
聞
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
初
め
て
の
企
画
で

参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

後
も
継
続
し
充

実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
の
意
見

が
出
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に

も
注
目
し
て
い

た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　      

感
動
感
動
‼‼    

 
          

 
          

め
だ
か
の
ぼ
り

め
だ
か
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　

     

府
川 

清
行

企画ガイド

インカム
委員会

　
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
世
の
中

の
行
動
制
限
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
始
め

た
頃
、
当
協
会
も
ガ
イ
ド
数
が
増
え
イ

ン
カ
ム
の
要
望
台
数
も
急
増
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
動
き
は
あ
る
程
度
予
測
で

き
た
こ
と
と
役
員
の
勧
め
も
あ
り
、
新

規
に
三
十
台
購
入
し
計
二
百
台
体
制
で

対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
最
繁
忙
期
を
週
単
位
で
み
る
と
、

当
初
予
測
で
は
イ
ン
カ
ム
要
望
数
約

二
百
五
十
台
を
在
庫
二
百
台
で
賄
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
計
算
上
、
消
毒
・

準
備
、
お
渡
し
、
片
付
け
・
洗
濯
・
消

毒
で
倍
の
約
五
百
台
余
を
七
日
間
で
回

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
乗
り
切
る
に
は
、
従
来
七
・

三
日
の
準
備
・
貸
出
し
・
片
付
け
を
四

日
に
短
縮
し
回
転
を
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
二
日
間
に
わ
た
る
ガ
イ
ド
は
一
泊

貸
出
し （
ガ
イ
ド
担
当
者
の
ご
自
宅
で

消
毒
・
充
電
） 

だ
と
計
算
上
半
分
で
済

む
こ
と
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。
効
率
よ

く
作
業
を
減
ら
す
た
め
、
消
毒
不
要
の

百
円
イ
ヤ
ホ
ン
の
販
売
継
続
、
使
い
捨

て
ス
ト
ラ
ッ
プ
使
用
を
考
え
ま
し
た

が
、
意
外
に
も
直
ぐ
に
数
が
揃
わ
な
い

こ
と
と
百
円
以
下
で
手
に
入
る
方
法
が

あ
る
た
め
採
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
間
、
メ
ン
バ
ー
に
は
ご
自
分
の
業
務

と
仕
事
・
家
事
を
こ
な
し
な
が
ら
三
～

四
日
に
一
度
事
務
所
に
来
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
輩
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は

気
が
付
か
な
か
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
で
す

が
、
夏
は
汗
臭
く
な
り
洗
濯
が
必
須
と

な
り
、
こ
れ
以
降
洗
濯
が
常
態
化
し
た

そ
う
で
す
。
今
思
う
と
お
客
様
に
清
潔・

安
全
・
快
適
に
お
使
い
い
た
だ
く
に
は

必
要
な
こ
と
で
し
た
。

　
協
会
員
の
方
に
は
、
イ
ン
カ
ム
使
用

後
は
引
き
続
き
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
取
外

し
、
本
体
の
消
毒
・
充
電
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
当
委
員
会
は
、
拡
声
器
を
含

む
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
・
ポ
ケ
ト
ー
ク
・

携
帯
電
話
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
を
除
く
通

信
関
係
の
管
理
と
使
用
方
法
の
改
善
・

提
案
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
っ
て

参
り
ま
す
。

［
二
〇
二
三
年
一
月
：
飯
塚
忠
夫
］

委員会だより （Ⅰ）

左 ： 従来型
（120 台）

右 ： 新   型
（80 台）
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第
一
回
は 

「
大
久
保
忠
世
公
」 

大
活

躍
の
長
篠
古
戦
場
。
家
康
公
の
戦
績
を

調
べ
る
と
72
戦
52
勝
10
敗
12
分
け
、
勝

率
七
割
三
厘
、
信
長
、
秀
吉
に
比
べ
戦

国
の
三
英
傑
の
中
で
勝
率
は
低
い
。「
三

方
原
の
合
戦
」 

を
含
め
信
玄
に
五
連
敗

し
た
の
が
響
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
天
正
三
年 

（
一
五
七
五
） 

に
行
わ
れ
た
長
篠
合
戦
。

そ
も
そ
も
こ
の
合
戦
は
信
玄
亡
き
後
、

家
臣
団
を
纏
め
る
必
要
が
あ
っ
た
勝
頼

と
家
康
の
国
境
紛
争
で
あ
る
。
武
田
か

ら
徳
川
に
寝
返
っ
た
長
篠
城
を
奪
還
す

べ
く
四
月
に
甲
府
を
発
し
た
勝
頼
軍

一
万
五
千
に
対
し
、
家
康
が
信
長
に
援

軍
を
頼
ん
だ
こ
と
か
ら
設
楽
原
で
大
会

戦
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
。
さ
て
現
在
の

古
戦
場
の
様
子
は
如
何
に
？ 

早
速

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　

一
．
長
篠
城
址
と

 

　
　
勝
頼
本
陣
の
医
王
寺

　

僕
の
乗
っ
た
電
車
は
豊
橋
駅
に
到

着
、
飯
田
線
に
乗
換
え
長
篠
城
駅
を
目

指
す
。
豊
橋
平
野
に
山
が
迫
る
頃
茶
臼

山
駅
に
停
車
、
茶
臼
山
は
信
長
公
が
本

陣
を
構
え
た
山
、
こ
の
駅
名
で
設
楽
原

古
戦
場
に
来
た
こ
と
が
分
か
る
。
電
車

は
決
戦
の
日
、
血
に
染
ま
っ
た
連
呉
川

を
越
え
山
間
部
に
入
っ
て
い
く
。
鳥
居

強
右
衛
門
を
顕
彰
し
て
作
ら
れ
た
鳥
居

駅
を
過
ぎ
る
と
、
豊
川
支
流
の
寒
狭
川

の
鉄
橋
を
渡
る
。
そ
こ
は
既
に
長
篠
城

の
城
内
、
電
車
は
土
塁
の
上
を
走
り
長

篠
城
駅
に
到
着
し
た
。
豊
橋
駅
か
ら
約

一
時
間
、
今
日
は
こ
こ
か
ら
三
河
東
郷

駅
ま
で
10
㌔
余
り
歩
く
。

　

長
篠
城
駅
か
ら
数
分
で
日
本
百
名
城

の
長
篠
城
に
到
着
す
る
。
ま
ず
長
篠
城

址
史
跡
保
存
館
に
行
く
。
血
染
め
の
陣

太
鼓
と
鉛
製
火
縄
銃
の
弾
丸
に
感
激
す

る
。
次
に
城
内
の
見
学
、
城
は
豊
川
支

流
の
寒
狭
川
、
宇
連
川
が
合
流
す
る
Ｖ

字
状
の
位
置
に
あ
り
、
比
高
差
30
㍍
の

断
崖
絶
壁
上
に
築
か
れ
て
い
る
。
五
月

八
日
か
ら
勝
頼
は
奥
平
貞
昌
以
下
五
百

人
の
城
兵
が
守
る
長
篠
城
を
度
々
攻
め

た
が
、
中
々
落
と
せ
な
い
。
そ
こ
で
本

陣
を 

「
医
王
寺
」 

に
構
え
、
長
篠
城
対

岸
に
鳶
ヶ
巣
山
砦
、
中
山
砦
等
五
つ
の

砦
を
築
き
兵
糧
責
め
を
す
る
。
長
篠
城

か
ら
の
援
軍
要
請
を
受
け
一
六
日
設
楽

原
に
進
出
し
た
織
田
・
徳
川
連
合
軍

は
、
隊
列
を
縦
長
に
し
て
戦
力
を
少
な

く
見
せ
か
け
、
更
に
馬
防
柵
を
築
き
武

田
軍
を
恐
れ
て
い
る
と
見
せ
勝
頼
を
お

び
き
寄
せ
る
。
結
果
長
篠
城
が
持
ち
こ

た
え
た
こ
と
で
連
合
軍
の
勝
利
と
な
る

の
だ
が
、
今
日
は
そ
う
言
う
目
で
長
篠

城
を
見
る
。
遺
構
は
土
塁
と
空
堀
の
み

で
あ
る
が
、
地
形
を
上
手
く
利
用
し
た

縄
張
に
感
心
す
る
。
更
に
本
丸
を
守
る

よ
う
に
碁
石
川
が
深
い
谷
を
形
成
し
、

完
全
に
一
方
向
し
か
攻
め
ら
れ
な
い
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
形
こ
そ
が

長
篠
城
が
百
名
城
に
選
ば
れ
た
理
由
で

あ
る
。
本
丸
に
行
く
と
宇
連
川
越
し
に

鳶
ヶ
巣
山
砦
と
中
山
砦
を
望
め
る
が
、

現
在
丁
度
そ
の
中
間
に
新
東
名
が
建
設

さ
れ
景
観
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

も
う
一
カ
所
の
見
所
は
寒
狭
川
越
し
に

見
る 

「
鳥
居
強
右
衛
門
」 

磔
刑
の
地

だ
。
僕
は
強
右
衛

門
が
大
好
き
だ
。

強
右
衛
門
は
武
田
包
囲
網
を
強
行
突

破
、
70
㌔
離
れ
た
岡
崎
城
の
家
康
に
援

軍
を
要
請
。
帰
途
武
田
軍
に
捕
縛
さ
れ

る
が
、
落
城
寸
前
の
味
方
に 

「
援
軍
来

る
」 

と
叫
び
処
刑
さ
れ
る
。
目
を
閉
じ

る
と
強
右
衛
門
の
思
い
が
伝
わ
り
ぐ
っ

と
く
る
。
城
内
見
学
も
そ
の
く
ら
い
に

次
の
目
的
地 

「
医
王
寺
」 

に
向
か
う
。

歩
く
こ
と
十
五
分
、
こ
こ
は
長
篠
城
を

囲
ん
だ
勝
頼
が
本
陣
に
し
た
場
所
だ
。

立
派
な
本
堂
と
勝
頼
公
本
陣
跡
の
碑
が

あ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
裏
山
の
砦
跡
に

も
行
き
た
い
が
、
今
日
は
４
㌔
先
の
設

楽
原
に
向
か
う
。

　

連
合
軍
来
る
と
の
報
で
、
長
篠
城
を

囲
ん
だ
ま
ま
勝
頼
は
二
〇
日
に
部
隊
を

設
楽
原
に
移
動
す
る
。
そ
こ
で
目
に
し

た
の
は
馬
防
柵
の
中
の
左
翼
信
長
軍
、

右
翼
徳
川
軍
四
万
の
大
軍
で
あ
っ
た
。

馬
防
柵
は
設
楽
原
の
中
央
を
流
れ
る
連

吾
川
の
手
前
に
延
々
と
２
㌔
に
渡
り
三

重
に
築
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
二
一
日

早
朝
戦
局
は
大
き
く
動
く
、
酒
井
忠
次

別
働
隊
に
よ
り
鳶
ヶ
巣
山
砦
が
落
と
さ

れ
、
長
篠
城
の
囲
み
が
破
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
で
退
路
を
断
た
れ
た
勝
頼
は
重

臣
の
進
言
を
聞
か
ず
決
戦
を
覚
悟
し
軍

配
を
振
り
下
ろ
す
。
我
等
が
忠
世
公
は

馬
防
柵
の
外
に
出
て
構
え
る
。
正
面
は

武
田
四
天
王
の
山
県
昌
景
軍
、
全
軍
入

り
乱
れ
た
決
戦
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

た
。
が
、今
回
は
こ
こ
ま
で
。（
つ
づ
く
）

シ
リ
ー
ズ 

家
康
紀
行 

①

そ
こ
に
忠
世
公
が
い
た
！

そ
こ
に
忠
世
公
が
い
た
！

  
　　
長
篠
古
戦
場
訪
問
記

長
篠
古
戦
場
訪
問
記

橘
川 

健
人

▲ 【長篠の戦い】 
　　布陣図

医王寺と
医王寺砦 ▶
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一 
身
近
な
大
地
震

　

身
近
な
大
地
震
は
十
二
年
前
、
三
月

十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。
私
の

特
別
な
印
象
は
、
テ
レ
ビ
で
東
北
地
方

の
余
震
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
自
分
の
家

も
数
十
秒
後
に
必
ず
揺
れ
始
め
た
こ
と

で
す
。
一
回
だ
け
で
は
な
く
何
度
も
経

験
し
ま
し
た
。
日
本
は
東
北
も
関
東
も

西
日
本
も
大
陸
か
ら
分
離
し
た
一
つ
の

列
島
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

二 

地
球
の
中
味

　

人
類
は
、
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
、
上

空
約
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
半
径
約
六
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
球
で
は
、
約
二
千
九
百
メ
ー
ト
ル
地

下
の
南
ア
フ
リ
カ
金
鉱
山
の
仕
事
が
限

界
で
す
。
地
球
の
奥
深
く
へ
潜
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
人
工
的
に
地
震
を

起
こ
し
地
震
波
に
よ
っ
て
地
球
の
中
味

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
震
波
は

冷
た
く
硬
く
て
固
体
ほ
ど
早
く
進
み
ま

す
。
地
球
は
中
央
に
固
体
と
液
体
の
高

温
の
鉄 

（
核
と
い
う
）、
そ
の
周
り
に

軟
ら
か
く
な
っ
た
固
体
の
高
温
の
岩
石 

（
マ
ン
ト
ル
と
い
う
）、
外
側
に
薄
い
地

殻
と
硬
い
岩
石 

（
両
方
で
プ
レ
ー
ト
と

付
近
と
言
う
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

巨
大
な
プ
レ
ー
ト
同
士
の
押
し
合
い

の
た
め
に
、
特
に
押
さ
れ
る
側
の
プ

レ
ー
ト
の
地
殻
に
ヒ
ビ
が
入
り
、
ズ
レ

を
生
じ
ま
す
。
最
初
に
岩
盤
の
ズ
レ
る

と
こ
ろ
が
震
源
地
で
、
震
源
地
か
ら
ヒ

ビ
と
ズ
レ
が
広
が
っ
た
地
域
を
震
源
域

と
言
い
ま
す
。
地
震
波
は
震
源
域
か
ら

全
方
向
に
伝
わ
り
、
地
上
で
地
震
波
を

感
じ
た
地
域
が
地
震
と
な
り
ま
す
。

　

活
断
層
は
ズ
レ
て
い
る
岩
盤
の
こ
と

で
、
地
中
に
あ
る
の
で
一
般
に
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
山
中
の
侵
食
さ

れ
た
谷
で
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
田
島
の
一
徳
寺
裏
山
に
あ
る
横
穴

墓
の
左
側
の
沢
を
上
り
、
六
つ
目
の
堰

堤
の
上
に
国
府
津
松
田
断
層
の
一
部
で

あ
る
活
断
層 ［
写
真
］ 

を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

この段差が活断層です

い
う
） 

か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

三 

プ
レ
ー
ト
の
話

　

地
球
が
約
四
十
億
年
前
か
ら
海
と
陸

の
地
球
に
な
っ
た
こ
と
は
、
約
四
十
億

年
前
の
片
麻
岩 

（
大
陸
を
作
る
岩
石
の

花
崗
岩
が
熱
に
よ
り
変
成
し
た
岩
石
） 

に
よ
り
分
か
っ
て
い
ま
す
。
地
球
の
表

面
は
海
と
陸
で
あ
り
、
海
と
陸
の
約

十
三
枚
の
プ
レ
ー
ト
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
約
十
三
枚
の
う
ち
四
枚
の
プ
レ
ー

ト
が
日
本
の
周
り
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
海
底
の
地
殻
は
重
い
玄
武
岩
か
ら

で
き
、
陸
上
の
地
殻
は
軽
い
花
崗
岩
や

安
山
岩
に
よ
り
で
き
て
い
ま
す
。
海
の

プ
レ
ー
ト
と
陸
の
プ
レ
ー
ト
は
押
し

合
っ
て
い
ま
す
、
そ
の
結
果
、
重
い
海

の
プ
レ
ー
ト
が
軽
い
陸
の
プ
レ
ー
ト
の

下
へ
潜
り
ま
す
。
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
の

押
し
合
い
が
地
震
や
火
山
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
私
た
ち
の
住
む
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
は
、
御
殿
場
線
沿
線
よ
り

東
側
ま
た
北
側
の
北
米
プ
レ
ー
ト
を
押

し
な
が
ら
近
づ
き
、
潜
り
込
ん
で
い
ま

す
。
た
と
え
話
を
す
る
な
ら
ば
、
小
田

原
か
ら
約
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

大
島
は
、
小
田
原
へ
年
間
約
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
の
で
約

百
五
十
万
年
後
に
衝
突

す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

四 

地
震
の
仕
組
み

　

小
田
原
駅
方
面
の
人

た
ち
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

プ
レ
ー
ト
の
上
に
、
国

府
津
方
面
の
人
た
ち
は

北
米
プ
レ
ー
ト
の
上
に

住
ん
で
い
ま
す
。
東
京

か
ら
小
田
原
へ
来
る
に
は
、
国
府
津
と

酒
匂
川
の
間
で
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
を
跨

が
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
プ

レ
ー
ト
の
潜
り
込
み
は
、
巨
大
な
シ
ャ

ベ
ル
カ
ー
が
地
下
へ
潜
り
込
む
よ
う
な

も
の
で
す
。
厚
さ
約
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
プ
レ
ー
ト
が
、
他
方
の
プ
レ
ー
ト
の

下
へ
年
間
約
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
速

さ
で
潜
り
込
み
ま
す
。
従
っ
て
、
最
先

端
は
丹
沢
直
下
に
あ
り
最
後
方
が
三
島

　今年は大正 12 年の関東大震災から
百年目の区切りに当たります。
　そこで、４回にわたり 〈地震の仕組
み〉 〈関東大震災〉 〈小田原の地震〉 〈防
災〉 について連載いたします。

第一回目は

地震の仕組み
についてお話します

真木 和男

やさしい

の話
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昨
年
の
12
月
中
旬
、
伊
豆
の
小
田
原
北
条
氏

ゆ
か
り
の
城
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
際

に
話
題
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
実
際
に
見
た

こ
と
は
な
く
、
や
や
後
ろ
め
た
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
風
が
強
く
非

常
に
寒
い
中
、
山
中
城
跡
、
韮
山
城

跡
を
訪
ね
て
長
岡
温
泉
に
泊
ま
り
ま

し
た
。
翌
日
は
風
も
収
ま
り
長
浜
城

址
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
カ
ー
ナ
ビ

で
は
駐
車
場
が
表
示
さ
れ
ず
、
県
道

17
号
線
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
よ
う
や

く
到
着
し
ま
し
た
。

　

長
浜
城
の
築
城
は
15
世
紀
後
半
ご

ろ
と
さ
れ
ま
す
が
、

本
格
的
な
北
条
の
水

軍
城
と
し
て
使
わ
れ

た
の
は
、
甲
斐
の
武

田
軍
の
駿
河
侵
攻
で

狩
野
川
河
口
に
三
枚

橋
城
を
築
い
た
天
正

七
年 （
一
五
七
九
） 

と

さ
れ
ま
す
。
北
条
氏

は
伊
豆
国
の
中
で
最

も
重
要
で
あ
っ
た
韮

山
城
を
海
か
ら
も
攻

   

北
条
水
軍
の
城  

長
浜
城日

下
部 

修
一

め
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
北
条
水
軍
を
集
結
さ
せ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
城
跡
に
上
っ
て
い
く
入
口

に
は
、
説
明
看
板
や
新
し
い
ト
イ
レ
も
整
備
さ

れ
て
お
り
、
木
で
組
ま
れ
た
遊
歩
道
が
付
け
ら

れ
、
大
変
歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
浜
城
跡
が
位
置
す
る
内
浦
湾
は
、
長
井
崎

と
淡
島
に
よ
っ
て
風
が
遮
ら
れ
、
周
り
が
強
風

で
あ
っ
て
も
穏
や
か
さ
を
保
ち
ま
す
。
そ
の
た

め
船
の
係
留
に
適
し
て
お
り
、
戦
国
時
代
の
軍

船
も
城
の
周
辺
に
停
泊
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
実
際
、
多
く
の
ヨ
ッ

ト
が
係
留
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
二
曲
輪
に
は
櫓
が
あ
り
ま

し
た
。
観
光
用
の
展
望
台
で

は
な
く
、
調
査
の
結
果
か
ら

再
現
さ
れ
た
櫓
の
よ
う
で
す
。

実
際
に
登
る
こ
と
が
で
き
、

な
か
な
か
の
絶
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
昔
も
同

じ
よ
う
な
景
色
で
、
軍
船
の

湾
内
で
の
動
き
も
良
く
見
る

こ
と
が
出
来
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
長
浜
城
の
中
で
最
も
高
い
と
こ
ろ
に

位
置
す
る
第
一
曲
輪
に
は
、写
真
も
掲
示
さ
れ
、

位
置
関
係
が
良
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
北
条
氏
の
敵
城
で
あ
る
三
枚
橋
城
の
監
視

や
水
軍
の
指
揮
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
も
感
じ

ら
れ
ま
す
。
県
道
近
く
に
安
宅
船 

［
あ
た
け
ぶ

ね
］ 

の
実
物
大
の
平
面
模
型
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
で
大
き
さ
を
実
感
で
き
見
ど
こ
ろ
の
一
つ

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
安
宅
船
の
大
き
さ
に
は

ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。

長
浜
城 

第
一
曲
輪

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
／
わ
た
し
の
城
旅 

⑲

【
編
集
後
記
】

　　・詳細は、小田原ガイド協会ホームページをご覧ください。
　　・新型コロナウイルスの感染状況等により、延期・中止の場合があります。

■
先
日
、駅
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
当
番
の
折
、

お
客
様
に
行
き
先
を
尋
ね
る
と 「
久
野
。

幻
庵
屋
敷
跡
」 

と
き
っ
ぱ
り
。
以
前
に
も

同
じ
よ
う
に
答
え
た
お
客
様
が
い
て 「
い

わ
ゆ
る
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
幻
庵
フ
ァ
ン
っ
て

い
る
の
だ
な
ぁ
」 

と
感
心
し
た
。

　

北
条
五
代
の
大
河
ド
ラ
マ
が
実
現
し
た

ら 「
描
き
方
次
第
で
久
野
は
全
国
区
に
な

る
か
も
」 

と
秘
か
に
思
っ
て
い
る
。（
Ｕ
）

　

小
金 

郁
三 

さ
ん

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
12
月
以
降
の
退
会
者
】

【2023年企画ガイド予定】 申込み・お問合せ 0465-22-8800

企画名 月日 コース概要

おかめ桜 と 根府川の海 3/9・13
  （木）   （月）

根府川駅～寺山神社～天正庵跡～
見晴台～江之浦漁港～

釈迦堂～関所跡～根府川駅

桜咲く
心うきうき 邸園巡り  4/4 （月）

箱根板橋駅～松永記念館～皆春荘～
西海子小路～松本剛吉邸～

小田原文学館

早川　山側の史跡を巡り
そして海へ

4/17・13
    （月）   （日）

JR 早川駅～早川観音／真福寺～
紀伊神社～ totoco 前～提灯灯台～

おさかな通り～小田原漁港

家康公・小田原滞陣の百余日
徳川陣場を巡る  5/14 （日）

JR 小田原駅～井細田口～福厳寺～
酒井陣場～今井 （徳川陣場）

～奥平陣場～蓮上院土塁～小田原駅

家康公・小田原滞陣の百余日
「家康アラカルト イン 小田原」  5/22 （月） 風祭駅～萬松院～小田原用水取水口～

大久寺～無量寺～なりわい交流館

曽我兄弟ゆかりの地
梅の里曽我を歩く

5/28・6/5
    （日）   （月）

JR 下曽我駅～宗我神社～法輪寺～
曽我祐信屋敷跡～城前寺～

梅の里センター

長
浜
城 

安
宅
船

【
編
集
委
員
】

　
磯
崎
知
可
子

　
柏
木
由
美
子 

　
上
田 

信
一
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令和５年度賛助会員令和５年度賛助会員
賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！

賛助会員の皆様にはガイド協会の活動に賛同しご支援を頂いています。
賛助会員の詳細は小田原ガイド協会ＨＰをクリックしてください。

http://www.odawara-gaido.com

■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会　　☎☎ 0465-22-8800 0465-22-8800 ■■

☎ 0465- ☎ 0465-
23-3100朝ドレファ～ミ ハルネ店 42-7375せきしん運輸

080-5465-0066　 鯵 壱 北 條 24-3030田　　　毎

22-3378伊　勢　屋 22-5545田中屋本店

24-0560う い ろ う 22-4128だるま料理店

23-3818魚市場食堂

22-1547欄干橋ちん里う22-1661江　　　嶋

22-5995露木木工所22-6238小田原種秀本店

22-4657東  㐂  庵23-1811小田原箱根商工会議所

22-2078鳥 か つ 楼23-4530籠　　　清

24-5688菜　の　花23-1807籠 常 商 店

22-6416箱根屋酒店22-4328柏木美術鋳物研究所

24-7800小田原早川漁村23-4741カネタ前田商店

22-5370平 井 書 店20-4475甘味処　鎌　 倉

24-2479松崎屋陶器店23-0721居酒屋 金  時

24-2233マツシタ靴店22-5155食事処 幸　繁

22-2912グリル 木の実 23-1126万 葉 の 湯

24-3161さがみ信用金庫 23-2342柳屋ベーカリー

24-2224志村屋米穀店 22-5637山市湯川商店

22-5051杉 兼 商 店 21-1137山　　　安

22-3520鈴木製餡所 20-0077Ｒ  Ｙ  Ｏ

22-2333鈴廣かまぼこ 【 50 音順 】

42-0359長 一 商 店


